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 ２月２５日（水）栄東小学校にて

第３回学校運営協議会（最終回）が

開催されました。この協議会では、

主に「小中一貫した教育」「栄中学

校区パートナー校としての取組」に

ついて報告・検討・交流をしていき

ます。 

 以下、協議会の報告です。 

 

■小中一貫した教育の取組について報告がされました 

 ※本地区では、小中一貫した教育を４つの領域に分けて、計画・実践をしています。 

 学びA部 学び B部 子ども理解部 連携・協働部 

 
 

 

内 
容 

・「学ぶ力」育成プ

ログラム 

・家庭学習 

・外国語教育 

・GIGA 教育 

  

・「健やかな体」育

成プログラム 

・児童生徒の体力

向上 

・キャリア教育 

・キャリアパスポ

ート 

・「豊かな心」育成

プログラム 

・「いじめ防止」 

～人権教室など～ 

・特別支援教育 

・生活指導など 

・生徒、児童会の

交流（子どもサミット） 

・おはようプロジ

ェクト 

・小６中学校訪問  

・中３母校訪問 

（１）学び A 部 

 ・各校の chromebook 活用状況についての報告。 

・子どもたちは端末を使いこなすスキルは身についてきている。同時に、ネットモ

ラル教育を充実させていく必要を感じている。また、学校側も「学ぶための道具」

として活用方法を今後も研修していく必要がある。 

（２）学び B 部 

 ・キャリア教育（キャリアパスポート作成）についての報告。 

 ・小学校は「キャリアプラニング能力の育成」として低・中・高学年と目標をもっ



て取り組み、中学校は進路学習としてキャリアパスポートの活用を進めている。 

（３）子ども理解部 

 ・各校の子どもたちの様子について報告。 

 ・登下校の安全確保や休み時間のこと、ネット使用に関することなど、各校の様子

の交流を行う。 

 ・小学校で行う「人権教室」について今年度反省を行い、次年度計画の立案を行う。 

（４）連携・協働部 

 ・「おはようプロジェクト」として栄中学校生徒会が各小学校へ行きあいさつ運動

や小６の中学校訪問、中３の母校訪問についての報告 

 ・「おはようプロジェクト」だけでなく、各校でのあいさつ活動重点化報告 

（５）青少年健全育成研修会報告 

・１１月１７日（月）栄中学校にて「コーチング」をテーマに研修会が開催された。 

参加者からは「子どもとのかかわりを見直すきっかけになった」「今日から使え 

る実践的な内容だった」などの感想があった。 

 

□協議会委員からのご意見 

・キャリアパスポートは大切な取組に感じる。自分自身を見つめるきっかけになる

ことや９年間の学びが蓄積される良さがある。 

・「おはプロ」の取組が定着してきたのは良いことである。「あいさつ」は社会人と

しても大切な態度であり、パートナー校として取り組まれていることは今後も継

続してほしい。 

・ネットモラルに関しては、パートナー校として「指針」などは出せないものか。

子どものスマホや SNS 利用は保護者の責任だが、学校として何らかの指標があ

ることで、保護者自身が子どもへ使い方を示す助けにもなる。 

・ネットなどの情報も大切であり、これからの子どもたちはそれらを活用して生活

していくことになる。ただそれらはややもすると仮想的な体験になりがちだ。だ

からこそ、学校では具体的で本物の体験をより多くさせてほしい。 


